
令和6年度

１　園の教育目標

２　今年度重点的に取り組む目標・計画

３　評価項目の取り組み及び達成状況
結果

A

A

B

結　　果

A

学校評価報告書

幼児が自ら活動を展開していけるような場や空間の構成

施設設備について

保育の流れや幼児のことなど、常に保育者同士話し合い、情報の共有をする保育者同士の協力・連携

具体的な取り組み方法課　題

環境の構成について

子どもに配慮した教育環境づくり

５　今後取り組むべき課題

情報発信について

教職員の働く環境について

園のホームページで未就園児の方へ積極的に情報

発信をすると共に、在園児の保護者向けには行事

の動画配信を公開したり、配信メールシステムの活

用により園だよりなどがいつでもどこでもすぐに見ること

ができるようにしたりと工夫した。

IT化されたシステムを利用し、様々な情報を職員

間で共有できるようになったり、園の取り組みの方向

性を意識できるようになったりするなど、環境づくりが

図られた。

職場環境の改善を進めたことにより、幼児一人ひとりの実態に即した対応がスムーズに行うこと

へとつながった。

理　　　由

４　具体的な目標や計画の総合的な評価結果

学校法人 白岡学園 興善寺幼稚園

評価項目

子どもの育ちへの配慮と保育

・げんき ・しんせつ ・かんしゃ

子どもの実態を把握し、職員間で情報を共有する

とともに具体的な手立てを講じ、意見を出し合い話

し合うことによって、指導計画に加筆修正等を行

い、幼児の育ちを理解することが出来るように努め

た。

・うやまい

結果の理由

幼児一人ひとりの発達に応じた指導を行えるよう、職員間の情報共有の改善を図る。


